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　鶏伝染性喉頭気管炎（ILT）は，ヘルペスウイルス
科の鶏伝染性喉頭気管炎ウイルス（ILTV）による呼
吸器感染症である．感染した鶏の症状は，奇声を伴う
開口呼吸や泡沫性の流涙，血痰の排泄などがみられ，
滲出物が気管を閉塞することにより，窒息死がみられ
る．ウイルスの伝播は，病鶏との直接接触，汚物の飛
散，ウイルスに汚染された器材等による間接的接触に
よりおこる［1］．国内では，1933 年に熊本県で初め
て確認され，本県では，1984 年に採卵鶏農場で発生
が確認されている［2］．今回，38 年ぶりに発生がみ
られ，その後続発したことからその概要を報告する．

初発事例
　令和 4 年 9 月，235,900 羽を 12 棟の開放鶏舎にて飼
養する採卵育成鶏Ａ農場で，ILT が発生した．当該
農場では ILT ワクチンを接種していたが，出荷先か
らの注文により一部接種を中止した ILT ワクチン未
接種群 27,000 羽において，9 月 11 日まで 0 羽だった
死亡羽数が，12 日に 124 羽（死亡率 0.5％），13 日に
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104 羽と増加した．管理獣医師の剖検の結果，死亡鶏
に共通して気管内に血痰を認め，ワクチン接種群に死
亡羽数の増加は認められなかったことから，ILT を疑
うとの通報があり，13 日に病性鑑定を実施した．
　5 羽の剖検により，3 羽の気管に血痰（図 1）及び
粘液貯留がみられ，組織検査により 4 羽の気管等に核
内封入体を伴う粘膜上皮細胞の合胞体形成（図 2）が
みられた．また，ウイルス検査により気管から ILTV
が分離されたことから，これら検査結果と疫学調査，
臨床検査の結果をもとに ILT と診断した．

続発事例
　初発後，同一地域で ILT が続発した．10 月に肉用
鶏Ｂ農場，11 月には採卵鶏Ｃ農場と肉用鶏Ｄ農場，
12 月に肉用鶏Ｅ農場と採卵育成鶏Ｆ農場で発生し，5
農場ともＡ農場から 10km 以内の場所（図 3）に位置
していた．いずれも同一家きん舎内において，死亡羽
数の増加が認められたため，鳥インフルエンザウイル
スの簡易検査を実施し，全例でその関与を否定した．
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図 1　気管支内の血痰 図 2　核内封入体を伴う粘膜上皮細胞の合胞体形成
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　肉用鶏Ｂ農場は，27 万羽を 33 棟のウィンドレス鶏
舎にて飼養し，ILT ワクチンは未接種であった．この
農場では，鶏舎毎にオールアウトを実施するものの，
農場全体ではオールアウトができない連続飼養の形態
であった．1～9 号舎には 1～13 日齢の鶏が，10～15
号舎は出荷済みで空舎，16～33 号舎には 16～63 日齢
の鶏を飼養していた．10 月 20 日頃から 16 号舎で死
亡羽数が増加し，24 日には，480 羽死亡し，その死亡
率は 4.6％まで上昇した．16 号舎以外に 17～19 号舎
でも死亡羽数が増加した．10 月 27 日，16 号舎の 61
日齢と 19 号舎の 55 日齢について病性鑑定を実施．12
羽中 9 羽の気管にチーズ様物・粘液貯留がみられ，組
織検査で合胞体を確認，ILTV が分離されたことから，
ILT と診断した．
　採卵鶏Ｃ農場は，194,194 羽を 3 棟のウィンドレス
鶏舎にて飼養し，ILT ワクチンは未接種であった．11
月 7 日から 1 鶏舎において死亡羽数が増加し，11 日
にはその死亡率が 0.35％にまで増加した . 剖検によ
り 7 羽中 4 羽の気管に血様粘液，チーズ様物を認め，
他の検査結果も前例と同様の結果を示したことから，
ILT と診断した．
　肉用鶏Ｄ農場は，72,000 羽を 3 棟の開放鶏舎にて飼
養し，ILT ワクチンは未接種であった．1 鶏舎におい

て 11 月 20 日から死亡羽数が増加し，21 日にはその
死亡率が 0.44％にまで増加した．剖検により全 5 羽の
気管に血様粘液，チーズ様物を認め，他の検査結果も
前例と同様の結果を示したことから，ILT と診断した．
　肉用鶏Ｅ農場は，32,000 羽を 4 棟の開放鶏舎にて飼
養しており，ILT ワクチンは未接種であった．1 鶏舎
において 12 月 16 日から死亡羽数が増加し，20 日に
はその死亡率が 1.64％にまで増加した . 剖検により 5
羽中 4 羽の気管に血痰，チーズ様物を認め，他の検査
結果も前例と同様の結果を示したことから，ILT と診
断した．
　採卵育成鶏Ｆ農場は，64,551 羽を 18 棟の開放鶏舎
にて飼養するＣ農場の育成農場であり，11 月の ILT
発生を受け，12 月 11 日に ILT ワクチン接種を開始し
ていた．その後，1 鶏舎において 12 月 15 日から死亡
羽数が増加し，16 日は 0.39％にまで増加，剖検によ
り全 10 羽の気管に血様粘液や粘液貯留を認め，他の
検査結果も前例と同様の結果を示し，ILT と診断した．

分離株の遺伝子解析結果
　Ａ～Ｆ農場由来の ILT 発症鶏から分離された ILTV
を比較するため，PCR-RFLP 解析［3］を実施した．
全 6 株において，ILTV に特異的な遺伝子（TK，TK-
Ⅱ，ICP4 領域）の増幅がみられた．これら増幅産物
の制限酵素（MSPⅠ，HaeⅢ，HhaⅠ）処理により，
それぞれ 1～4 種類の切断パターンを示した．各遺伝
子及び各制限酵素の組み合わせによる切断パターンを
比較した結果，Ａ～Ｆ農場由来の 6 株は，全て同じパ
ターンを示した．また，これら 6 株はＡ農場で使用さ
れていた生ワクチン株④，2008 年宮崎県で分離され
た野外株と同じパターンを示した（図 4）．
　ILTV の塩基配列を比較するため，ICP4 領域のシー
クエンス［4, 5］を実施した結果，Ａ～Ｆ農場由来の
6 株は，解析した 2 か所の ICP4 領域において 100％
の相同性を示した．これら 6 株とワクチン株を比較し

図 3　農場の位置関係

図 4　PCR-RFLP 解析結果（ａ～ｄはそれぞれ同
じ切断パターンを示す）
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た結果，ワクチン株④の ICP4 領域の前半部分（解析
した ICP4 領域の位置：181～869）の塩基配列は全て
同一であったが，後半部分（380～4440）は異なって
おり，6 株は全てのワクチン株と相違した（図 5）．

各農場の疫学関連と発生後の対策
　各農場の疫学関連を聞き取りにより調査したが，人
や物の行き来は確認されなかった．Ｃ農場とＦ農場は
同一経営体で，堆肥施設は共用していた．ILT 発生後
に堆肥施設の入退場時の消毒を強化した．
　発生後の対策として，Ｂ，Ｃ，Ｆ農場は緊急ワクチ
ン接種を実施し，各農場とも農場内の消毒やオールア
ウト後の消毒の徹底を行った．
　各農場の発生鶏舎の 1 日の死亡率はＡ農場では
0.5％，Ｂでは 4.6％，Ｃ及びＤ農場では 2％まで上昇
し，その後収束または出荷された．Ａ及びＣ農場では
ワクチン接種後に再発は認められなかった．一方，Ｂ
農場では，未発生鶏舎で緊急ワクチン接種を実施し，
入雛後もワクチンを接種するも発生が継続した．

考察
　岩手県の県北地域において，38 年ぶりに ILT の発
生が確認された．初発から 10km 以内の 5 農場で続発
がみられ，いずれも発生するまでワクチンは未接種で
あった．採卵育成鶏，採卵鶏，肉用鶏と飼養形態が異
なり，鶏舎構造も開放からウィンドレスどちらの構造
でも発生がみられた．どの農場ともウイルスの侵入及
び伝播経路は不明であった．
　Ｂ農場では，オールアウトできず，発生が継続して
いたことから，農場内で ILTV 量が増加していたこと
が推察された．近隣農場への続発の要因として，ワク
チン未接種であったこと，発生農場における ILTV 量
の増加，肉用鶏の出荷や死鳥搬出や野生動物等による
発生農場から地域内への ILTV の拡散が考えられた．
　Ａ～Ｆ農場由来の ILTV 分離株の遺伝子解析の結

果，RFLP 解析ではワクチン株と同じ切断パターンを
示し区別ができなかったが，シークエンス解析によ
り，ICP4 領域において全てのワクチン株と相違した
ことから，野外株と判断した．全国的に ILTV 野外株
の遺伝子解析を実施したデータは少ないことから，今
後国内分離株のデータが蓄積され，より詳細な遺伝子
解析が実施されることを期待する．
　今後は，発生が継続しているＢ農場のモニタリング
や鶏糞，堆肥の汚染状況を確認し，その結果を踏まえ
ながら本病対策を強化していく．
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図５ ICP4 領域のシークエンス解析結果（図は引用文献５，６を参考に作成）
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図 5　ICP4 領域のシークエンス解析結果（図は引用文献 5, 6 を参考に作成）




